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讀賣テレビ放送 様
報道編集サーバーシステム納入事例

讀賣テレビ放送様は、2012年度、報道向け
収録・編集サーバーシステムとして、素材共
有サーバー「K2-SAN」、メディア・アセット・
マネジメント・システム「STRATUS」、ノンリ
ニア編集ターンキーシステム「HDWS-3GS 
Elite」（17式）、および、新開発の回線収録
スケジューラーシステムを導入、2013年1
月より運用を開始されました。

バックグラウンド
2008年度に制作向け編集システムとして、
素材共有サーバー「EDIUS Workgroup 
Server」とノンリニア編集ターンキーシス
テム「HDWS-3500」を導入頂きました
後、先進のプロキシ編集機能や製品の安定
性を高くご評価頂き、今日までシステムの
拡張を経て番組編集にてご使用頂いてお
ります。また、2010年度には報道情報番
組の編集用として、「EDIUS Workgroup 
Server」とノンリニア編集ターンキーシステ
ム「REXCEED M6000HDIO」を導入頂
いております。これらのシステムの実績によ
り、今回、グラスバレーの報道向け収録・編集
サーバーシステムをご選定頂きました。

グラスバレー・ソリューション
グラスバレーの素材共有サーバー「K2-
SAN」は、最新のITテクノロジーを使用した
新世代の製品で、ビデオ編集に特化した高帯
域と低レイテンシー、スケーラブルな拡張
性、リダンダント構成による信頼性を兼ね
備えています。今回のシステムでは、最大
で約3ヶ月分のデータを保存できるよう、約
107TB（50Mb/s記録の場合、約4,000

時間）の容量を持っています。また、将来の更
なる編集システムの増設にも十分対応でき
るよう、約26Gb/s（50Mb/s記録の場合、
約450ストリーム）の豊富な帯域を確保して
います。

メディア・アセット・マネジメント・システム
「STRATUS」は、新世代の素材管理シス
テムで、強力なメタデータ管理、シンプルで
簡単に操作できるクライアントアプリケー
ション、プロキシによる簡易プレビュー、ノン
リニア編集システム「EDIUS」との連携な
ど、ファイルベースワークフローを構築する
ための豊富な機能を備えています。クライ
アントアプリケーションは、完全に日本語化
されたユーザーフレンドリーなGUIを備えて
おり、編集マンだけでなく、記者、デスク、ディ
レクターなど、幅広いスタッフに活用頂ける
ため、収録、プレビュー、編集における情報共
有、および、並行作業を可能にします。

ノンリニア編集ターンキーシステム
「HDWS-3GS Elite」は、EDIUSをベース
としたシステムで、数多くのファイルフォー
マットのサポート、レンダリングフリーのリア
ルタイム編集性能、即時編集を可能にする
時差編集機能、高速なファイルエクスポート
など、限られた時間の中で完パケを仕上げる
必要のある報道ニュース編集に最適な製品
です。自社開発による高い信頼性を持つ筐
体、ビデオI/Oインターフェースなどのハー
ドウェア技術と、高速処理を実現するソフト
ウェア・アーキテクチャー、高性能コーデック
などのソフトウェア技術を融合し、快適な操
作性を実現しています。

回線収録スケジューラーシステムは、讀
賣テレビ放送様向けに開発された特別仕
様のシステムで、一般的な回線収録スケ
ジューラー機能に加えて、ビデオサーバー
への収録とHDCAM VTRへのバックアッ
プ収録機能、基幹ルーターの切り替え制御、
「STRATUS」へのメタデータ連携機能を
搭載しています。また、スケジューラークラ
イアントのGUIは、讀賣テレビ放送様の収録
チャンネル数に最適化され、1画面表示で高
い視認性が得られるよう、設計されました。
管理サーバー、および、スケジューラークラ
イアントは完全に二重化されており、高い信
頼性を兼ね備えています。

システム・インテグレーション
これらのシステムを高い次元でインテグレー
ションすることにより、回線収録、プレビュー、
編集、および、素材管理を含む、新世代のファ
イルベース報道編集ワークフローが構築
されました。システム全体の環境構築には
Active Directryを活用し、ユーザー毎のア
クセス権限設定、編集マン毎の編集環境の
保持、グループポリシーによるデスクトップ環
境の制限など、システム管理者による柔軟な
編集環境の構築を可能にしました。万が一の
障害発生時には、SNMPベースの障害検知
システムにより、指定された管理者へメール
で発報され、迅速に復旧プロセスが開始でき
ます。更に、「K2-SAN」は、障害発生時にお
いても、ストレージのパフォーマンスが低下
しないため、運用へ影響を与えることなく、
バックグラウンドで復旧プロセスを進めるこ
とが可能です。
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チャレンジ
テープベースのリニア編集システムからファイ
ルベースシステムへの完全移行にあたり、将来
の拡張性やフォーマット対応、および、ファイル化
のメリットが最大になるよう、システムを構築

グラスバレー・ソリューション
素材共有サーバー「K2-SAN」、メディア・アセ
ット・マネジメント・システム「STRATUS」、ノン
リニア編集ターンキーシステム「HDWS 3GS 
Elite」、回線収録スケジューラー・システム

ベネフィット
新世代のサーバーシステムとノンリニア編集シ
ステムとの高度な融合により、収録素材の即時
編集、メタデータの連携機能など、効率的なファ
イルベースワークフローを実現
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•	 讀賣テレビ放送様向けに開発された特別仕様のシステム
•	 ビデオサーバーへの収録とHDCAM VTRへのバックアップ収録
機能により、ファイル化のメリットとバックアップ収録による信頼
性を両立

•	 基幹ルーターの切り替え機能により、収録開始前のルーター切り
替えを自動化

•	「STRATUS」へのメタデータ連携機能により、イベント名、説
明、ルーターソースなどの情報を「STRATUS」のメタデータと
して反映

•	 フォルダーの管理機能により、カテゴリー毎に収録日時フォル
ダーを自動作成し、指定の命名規則でファイル名を自動設定

•	 ハードウェアのインターフェースボックスには、クラッシュRECボ
タンが搭載されているため、緊急時の収録にも対応

•	 管理サーバー、スケジューラークライアントは二重化構成を採用

「リニア編集システムから完全移行するためのファイルベースシステムには、報道編集ならで
はの特徴である、放送直前までの追い込み編集に対応するためのスピードと安定性が求めら
れていました。グラスバレーの報道編集システムは、収録中素材の即時編集や最新フォーマッ
トへの対応、リアルタイム編集性能が優れているため、今後、導入されるXDCAMフォーマット
をはじめ、多くのテープレスメディアを効率よく編集可能であること、国内で製品開発されて
いるため、我々の希望に合った製品やサポートサービスを選択できたことは、機種選定を行う
上で重要なポイントでした。また、EDIUSは操作が分かりやすく、現場の編集マンの習熟度が
短時間で向上したため、当初3年間で行う予定であった移行計画を前倒しして、2013年度に
ファイルベースへ完全移行することが決定しました。更なる製品性の向上に期待しています」
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